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『
今
昔
物
語
集
』
の
多
面
的
性
格

─
興
福
寺
成
立
説
と
比
叡
山
関
連
話
掲
載
と
の
整
合
性
を
考
え
る
─高

　
橋
　
　
　
貢

　
　

始
め
に

　

近
年
、『
今
昔
物
語
集
』
撰
者
（
あ
る
い
は
作
者
）
が
興
福
寺
（
あ
る
い
は
法
相
宗
）
僧
の
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

私
も
内
部
徴
証
の
検
討
か
ら
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
で
は
『
今
昔
』
成
立
を
考
え
る
時
に
、
興

福
寺
僧
に
よ
る
成
立
を
指
摘
し
た
こ
と
で
終
る
の
か
、
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。『
今
昔
』
の
説
話
（
作
品
名
か
ら
言
う
と
、
物
語

と
述
べ
る
方
が
よ
い
）
は
約
一
千
話
。
当
時
（
平
安
後
期
の
院
政
期
）
の
世
界
を
意
味
す
る
三
国
に
わ
た
る
話
を
綿
密
な
構
成
、
表
現
の

も
と
に
成
立
す
る
。
残
念
な
が
ら
未
完
成
に
終
る
が
、
一
千
話
の
話
を
調
べ
る
と
、
様
々
な
傾
向
や
性
格
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
か
ら
み
あ
っ

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
解
明
す
る
糸
口
を
見
つ
け
出
す
の
が
、
こ
の
一
文
を
書
い
た
意
図
で
あ
る
。

　

な
お
こ
の
一
文
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
稲
垣
泰
一
氏
の
解
説
で
あ
る
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
今
昔
物
語
集
』
四
の
解
説
、

一
九
九
九
年
）。
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、『
今
昔
』
は
興
福
寺
の
よ
う
な
大
寺
で
編
纂
さ
れ
、
説
話
に
よ
る
大
曼
荼
羅
を
提
示
し
た
、
と
す

る
。
こ
の
御
指
摘
は
ほ
ぼ
妥
当
と
見
る
が
、『
今
昔
』
各
話
を
検
討
す
る
と
、
氏
の
説
を
す
べ
て
受
け
入
れ
て
よ
い
か
と
い
う
と
、
必
ず

し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
点
が
あ
る
か
と
考
え
る
。
ま
た
池
上
洵
一
氏
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
三
の
解
説
、

一
九
九
三
年
）
は
稲
垣
氏
の
解
説
以
前
に
、
巻
十
一
の
登
場
人
物
や
寺
院
、
法
会
の
縁
起
等
の
検
討
か
ら
、
稲
垣
氏
と
同
様
の
見
通
し
を
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出
さ
れ
て
い
る
。
私
は
両
氏
の
研
究
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
も
、
両
氏
が
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
点
に
着
目
し
て
論
を
進
め
た
い
と
思
う
。

　
　

一
、
興
福
寺
僧
に
対
し
て
の
評
価

　
『
今
昔
』
に
は
興
福
寺
僧
が
登
場
す
る
。
そ
の
中
か
ら
五
人
を
と
り
上
げ
て
、『
今
昔
』
の
中
で
の
扱
わ
れ
方
と
評
価
を
検
討
す
る
。

　
ａ
、
隆
尊
律
師
は
巻
十
一
第
十
三
「
聖
武
天
皇
、
始
造
東
大
寺
語
」
に
登
場
し
、
東
大
寺
開
眼
供
養
会
の
講
師
の
役
を
勤
め
る
。『
今
昔
』

は
「
其
人
（
隆
尊
を
指
す
）
ハ
化
人
也
ケ
リ
」（
本
文
の
引
用
は
新
大
系
に
よ
る
）
と
記
す
。
た
だ
し
新
大
系
注
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、

具
体
的
な
逸
話
は
未
詳
で
あ
る
。

　

ｂ
、
善
殊
（
珠
）
僧
正
は
巻
十
二
第
六
「
於
山
階
寺
、
行
涅
槃
会
語
」
に
登
場
す
る
。
こ
の
話
で
は
、
山
階
寺
の
涅
槃
会
を
主
催
し
た

寿
広
に
つ
い
て
の
逸
話
が
主
で
、
善
殊
に
つ
い
て
は
、
寿
広
が
山
階
寺
に
行
っ
て
出
家
し
、
善
殊
の
弟
子
に
な
っ
た
と
、
簡
潔
に
記
す
だ

け
で
あ
る
。
な
お
善
殊
（
珠
）
は
『
日
本
霊
異
記
』
巻
下
第
三
十
五
、三
十
九
に
登
場
す
る
。
第
三
十
九
で
は
、
善
殊
は
死
後
、
桓
武
天

皇
の
皇
子
に
生
ま
れ
変
っ
た
話
を
掲
載
す
る
。
善
殊
は
後
に
法
相
六
祖
の
一
人
（『
平
安
時
代
史
事
典
』
興
福
寺
、
等
）
と
し
て
尊
崇
さ

れ
る
の
で
、『
今
昔
』
で
も
、
も
う
少
し
逸
話
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

　
ｃ
、
得
（
徳
）
一
は
巻
十
七
第
二
十
九
「
陸
奥
国
女
人
、
依
地
蔵
助
得
活
語
」
に
登
場
す
る
。
こ
の
話
は
恵
日
寺
の
近
く
に
住
む
尼
（
女

蔵
尼
）
が
死
ん
で
冥
途
に
落
ち
た
が
、
地
蔵
の
助
け
で
生
き
返
っ
た
話
で
あ
る
。
話
の
書
き
出
し
に
恵
日
寺
に
つ
い
て
紹
介
す
る
一
文
が

あ
る
。
即
ち
「
今
昔
、
陸
奥
国
ニ
恵
日
寺
ト
云
フ
寺
有
リ
。
此
レ
ハ
興
福
寺
ノ
前
ノ
入
唐
ノ
僧
、
得
一
菩
薩
ト
云
フ
人
ノ
建
タ
ル
寺
也
」

で
あ
る
。
こ
こ
に
得
一
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、『
今
昔
』
で
の
得
一
の
記
述
は
こ
の
一
文
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
話
の
同

話
は
改
編
本
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
巻
十
四
第
八
等
に
あ
る
が
、
こ
の
一
文
に
対
応
す
る
得
一
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
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ら
、
こ
の
一
文
は
原
典
と
考
え
ら
れ
て
い
る
散
逸
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
に
も
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
、『
今
昔
』
撰
者
に
よ
る
付
加
文
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
一
文
で
は
得
一
に
菩
薩
の
称
号
を
与
え
る
。『
今
昔
』
で
菩
薩
の
称
号
を
与
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
菩

薩
と
し
て
尊
称
さ
れ
る
人
は
行
基
（
巻
十
一
第
二
、七
）、
鑑
真
（
巻
十
一
第
八
）、
弘
法
大
師
（
巻
十
一
第
九
）
等
、
少
数
に
と
ど
ま
る
。

ま
た
得
一
は
最
澄
と
の
三
一
権
実
論
争
で
、
興
福
寺
側
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
得
（
徳
）
一
は
『
今
昔
』
で

は
尊
崇
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
他
に
逸
話
は
と
り
上
げ
な
い
。
─
な
お
三
乗
と
一
乗
が
『
今
昔
』
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

右
の
ａ
、
ｂ
、
ｃ
で
と
り
上
げ
た
三
人
は
興
福
寺
僧
と
し
て
重
要
な
人
物
で
あ
り
、
ま
た
尊
崇
さ
れ
る
が
、『
今
昔
』
で
の
逸
話
は
と

ぼ
し
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、『
今
昔
』
全
体
の
構
想
か
ら
は
ず
れ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
今
昔
』
撰
者
が
興
福
寺
僧
な
ら
ば
、

も
う
少
し
逸
話
を
と
り
上
げ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
の
玄
賓
に
つ
い
て
も
同
様
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ｄ
、『
今
昔
』
の
興
福
寺
僧
で
、
比
較
的
多
く
逸
話
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
清
範
と
中
（
仲
）
算
で
あ
る
。
清
範
に
は
『
般
若
理
趣

分
経
註
』
等
の
著
作
が
あ
り
、
ま
た
法
会
の
竪
義
、
講
師
を
務
め
た
が
（
追
塩
千
尋
氏
『
中
世
南
都
の
僧
侶
と
寺
院
』
一
部
一
章
「
清
範

を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
八
年
六
月
）、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
歴
史
物
語
、
説
話
集
等
に
は
と
り
上
げ
な
い
。
こ
れ
ら

の
文
献
、
作
品
で
と
り
上
げ
る
の
は
、
能
説
の
僧
と
し
て
、
あ
る
い
は
奇
瑞
を
現
わ
し
た
聖
と
し
て
聴
衆
を
感
嘆
さ
せ
、
人
々
に
感
銘
を

与
え
た
と
い
う
逸
話
に
よ
っ
て
で
あ
る
。『
枕
草
子
』（
小
白
河
と
い
ふ
所
は
」「
故
殿
の
御
た
め
に
」
の
項
）、『
大
鏡
』（「
道
長
」
雑
々

物
語
）
で
と
り
上
げ
る
清
範
の
逸
話
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
は
『
今
昔
』
に
は
巻
十
三
第
四
十
三
、
巻
十
七
第
三
十
八
、
巻

十
九
第
二
十
三
に
見
え
る
が
、
そ
の
中
の
巻
十
三
第
四
十
三
「
女
子
、
死
受
蛇
身
、
聞
説
法
花
得
脱
語
」
で
は
、
清
範
が
竜
女
成
仏
の
話

を
説
い
た
と
こ
ろ
、
人
々
は
涙
を
流
し
て
「
哀
レ
也
」
と
感
じ
た
と
す
る
。
巻
十
七
第
三
十
八
「
律
師
清
範
知
文
殊
化
身
語
」
の
冒
頭
部

に
は
「（
清
範
は
）
心
ニ
智
リ
深
ク
シ
テ
、
人
ヲ
哀
ブ
事
仏
ノ
如
シ
。
其
ノ
中
ニ
説
経
ナ
ム
並
ビ
無
カ
リ
ケ
ル
。
然
レ
バ
、
諸
ノ
所
ニ
行
テ
、
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法
ヲ
説
テ
人
ニ
令
聞
テ
、
道
心
ヲ
令
発
ム
」
と
あ
っ
て
、
説
経
（
法
）
の
名
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
（『
大
日
本
史
料
』

二
の
三
、
長
保
元
年
閏
三
月
二
十
二
日
条
参
照
）。

　
ｅ
、
中
（
仲
）
算
は
、『
今
昔
』
に
は
巻
二
十
八
第
八
、
巻
三
十
一
第
二
十
四
に
登
場
す
る
。
巻
二
十
八
第
八
「
木
寺
基
僧
、
依
物
咎

付
異
名
語
」
は
、
中
算
の
物
言
い
の
巧
み
さ
を
と
り
上
げ
た
話
で
あ
り
、
巻
三
十
一
第
二
十
四
「
祇
園
、
成
比
叡
山
末
寺
語
」
は
、
祇
園

を
め
ぐ
る
叡
山
対
興
福
寺
の
確
執
、
抗
争
を
と
り
上
げ
る
。
話
末
で
、
先
に
没
し
た
慈
恵
僧
正
（
実
際
は
中
算
が
先
に
没
し
て
い
る
）
の

霊
が
中
算
の
前
に
現
れ
た
と
す
る
が
、
話
末
に
「
中
算
只
人
ニ
ハ
非
ザ
リ
ケ
リ
ト
ナ
ム
、
弟
子
共
モ
、
此
ヲ
聞
ク
人
モ
皆
知
ニ
ケ
リ
」
と

あ
っ
て
、
中
算
に
つ
い
て
評
価
す
る
。
中
算
に
は
『
法
華
経
釈
文
』
等
の
著
作
、
応
和
宗
論
の
場
で
の
叡
山
僧
と
の
法
論
、
ま
た
維
摩
会

竪
義
を
務
め
た
こ
と
、
西
大
寺
別
当
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
等
の
業
績
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
と
り
上
げ
な
い
（『
大
日
本
史
料
』

一
の
十
六
、
貞
元
元
年
十
月
十
九
日
条
参
照
）。

　

右
の
五
人
の
ほ
か
に
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
、
法
相
六
祖
像
が
造
ら
れ
て
い
る
（『
平
安
時
代
史
事
典
』
等
）。
そ
の
六

人
は
常
騰
、
玄
昉
、
神
叡
、
玄
賓
、
善
殊
、
行
賀
で
あ
る
。
六
人
の
中
で
『
今
昔
』
に
登
場
す
る
の
は
玄
昉
、
神
叡
、
善
殊
の
三
人
で
あ

る
。

　

玄
昉
は
巻
十
一
第
六
「
玄
昉
僧
正
、
亘
唐
伝
法
相
語
」
に
登
場
す
る
。
話
の
前
半
部
は
、
玄
昉
が
入
唐
し
て
法
相
の
教
理
を
学
び
、
帰

朝
し
て
僧
正
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
を
記
述
し
、
表
題
に
即
し
て
い
る
が
、
話
の
主
要
部
で
あ
る
後
半
部
は
、
光
明
皇
后
が
玄
昉
を
寵
愛
し

て
い
る
と
い
う
悪
評
が
広
ま
っ
た
た
め
、
藤
原
広
継
が
乱
を
起
こ
す
。
広
継
は
討
た
れ
る
が
、
広
継
の
霊
に
玄
昉
は
殺
さ
れ
る
。
後
半
部

は
、
表
題
や
巻
十
一
の
仏
法
伝
来
の
構
想
か
ら
は
、
は
ず
れ
る
話
で
あ
る
。

　

神
叡
は
巻
十
一
第
五
「
道
慈
、
亘
唐
、
伝
三
論
帰
来
、
神
叡
、
在
朝
試
語
」
に
登
場
す
る
。
前
半
部
は
道
慈
が
震
旦
に
渡
っ
て
無
相
の

法
文
を
学
ん
で
帰
国
し
た
話
。
後
半
部
は
神
叡
の
夢
に
虚
空
蔵
菩
薩
が
現
わ
れ
、
そ
の
指
示
に
よ
っ
て
『
大
乗
法
苑
林
章
』
を
得
、
そ
れ
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を
学
ん
で
智
恵
を
得
た
話
で
あ
る
が
、
二
人
が
宮
中
で
論
議
す
る
と
、
神
叡
の
智
恵
が
勝
っ
た
。
後
に
道
慈
は
三
論
を
、
神
叡
は
法
相
を

学
ん
だ
と
い
う
。
な
お
『
扶
桑
略
記
』
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
十
月
十
七
日
条
は
、『
延
暦
僧
録
』
を
引
い
て
、
唐
学
生
と
し
、『
今
昔
』

諸
注
も
そ
の
説
を
受
け
て
、
神
叡
を
唐
よ
り
の
帰
化
僧
と
す
る
が
、『
日
本
書
紀
』
持
統
七
年
三
月
条
に
よ
る
と
、
学
問
僧
弁
通
・
神
叡

等
が
新
羅
に
赴
く
時
に
施
、
綿
、
布
を
賜
っ
た
と
す
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
神
叡
は
日
本
の
僧
と
す
る
方
が
よ
い
（
大
系
『
日
本
書

紀
』
頭
注
、
蔵
中
し
の
ぶ
氏
『「
延
暦
僧
録
」
注
釈　

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
』
参
照
）。

　

善
珠
（
殊
）
は
右
の
ｂ
で
と
り
上
げ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

　

右
の
三
人
は
『
今
昔
』
に
登
場
す
る
が
、
常
騰
、
玄
賓
、
行
賀
の
三
人
は
『
今
昔
』
に
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
三
人
の
中
の
玄
賓
に
つ

い
て
は
、
歌
や
話
、
特
に
発
心
譚
は
『
袋
草
子
』（
希
代
和
歌
）、『
江
談
抄
』
第
一
、『
発
心
集
』
第
一
、
等
で
と
り
上
げ
る
。
玄
賓
の
逸

話
は
『
今
昔
』
に
発
心
、
遁
世
譚
の
一
つ
と
し
て
採
用
で
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
採
用
し
な
か
っ
た
の
か
、
空
也
上
人
の
逸
話
が
『
今

昔
』
に
な
い
こ
と
と
と
も
に
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
右
に
と
り
上
げ
た
諸
僧
を
合
わ
せ
て
、
興
福
寺
の
高
僧
話
の
巻
も
構
想
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

行
賀
の
逸
話
は
『
撰
集
抄
』
巻
一
に
あ
る
が
、『
今
昔
』
に
は
と
り
上
げ
な
い
。

　

以
上
、
興
福
寺
僧
十
人
を
と
り
上
げ
て
、『
今
昔
』
で
の
扱
い
方
を
検
討
し
た
。
十
人
の
中
の
三
人
は
と
り
上
げ
な
い
が
、
他
の
七
人

に
つ
い
て
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
評
価
を
与
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
と
り
上
げ
て
い
な
い
三
人
を
含
め
、
と
り
上
げ
て
よ
い
逸
話
が

も
う
少
し
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。『
今
昔
』
撰
者
が
興
福
寺
僧
と
す
る
と
、
評
価
に
比
し
て
、
逸
話
の
と
り
上
げ
方
は
少
な
く
、

不
充
分
と
の
思
い
が
残
る
。

　
『
今
昔
』
に
は
興
福
寺
僧
を
引
き
立
て
る
話
が
あ
る
一
方
、
他
寺
、
他
宗
派
と
の
対
立
、
確
執
を
と
り
上
げ
な
が
ら
、
他
寺
、
他
宗
派

側
を
評
価
す
る
発
言
も
あ
る
。
前
述
ｅ
の
中
算
の
項
で
叡
山
対
興
福
寺
の
確
執
、
抗
争
を
と
り
上
げ
た
が
、
巻
三
十
一
第
二
十
三
「
多
武
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峰
、
成
比
叡
山
末
寺
語
」
も
多
武
峰
を
め
ぐ
る
両
者
の
対
立
を
と
り
上
げ
る
。
多
武
峰
の
本
山
が
関
白
（
道
長
）
に
よ
っ
て
比
叡
山
と
裁

可
さ
れ
た
話
の
後
に
、「
然
バ
、（
多
武
峰
は
）
比
叡
ノ
山
ノ
末
寺
ト
シ
テ
、
于
今
天
台
ノ
仏
法
盛
也
」
と
し
て
、
天
台
側
を
評
価
す
る
。

　

も
う
一
話
と
り
上
げ
る
。
巻
十
四
第
四
十
「
弘
法
大
師
、
挑
修
円
僧
都
語
」
は
、
真
言
教
を
伝
え
広
め
た
弘
法
大
師
と
興
福
寺
の
修
円

僧
都
が
験
競
べ
を
行
な
い
、弘
法
大
師
が
修
円
僧
都
を
祈
り
殺
し
た
話
で
あ
る
。『
今
昔
』話
で
は
両
者
を
対
等
に
扱
う
が
、話
末
に
は「
菩

薩
（
弘
法
大
師
の
こ
と
）
ノ
此
ル
事
ヲ
行
ヒ
給
フ
ハ
、
行
ク
前
ノ
人
ノ
悪
行
ヲ
止
ド
メ
ム
ガ
為
也
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
あ
っ

て
、
大
師
の
所
行
が
正
し
い
と
評
価
す
る
。
な
お
こ
の
評
価
は
、
諸
注
指
摘
の
よ
う
に
、
巻
十
一
第
二
十
一
「
聖
徳
太
子
、
建
天
王
寺
語
」

で
、
聖
徳
太
子
が
物
部
守
屋
を
討
伐
し
た
後
の
評
「
太
子
定
テ
人
ヲ
殺
サ
ム
ト
ニ
ハ
非
ジ
。
遥
ニ
仏
法
ノ
伝
ハ
ラ
ム
ガ
故
ニ
コ
ソ
ハ
」
と

も
連
動
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
今
昔
』
は
興
福
寺
や
法
相
宗
一
辺
倒
で
は
な
く
、
多
面
的
な
見
方
を
し
て
い
る
と
見
る
方
が
よ

い
と
考
え
る
。

　
　

二
、
浄
土
教
へ
の
関
心

　

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
今
昔
』
撰
者
（
あ
る
い
は
作
者
）
は
興
福
寺
関
係
者
と
見
て
よ
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
興
福
寺
僧
の

話
や
記
述
が
充
分
と
は
思
わ
れ
な
い
点
が
あ
る
。
一
方
、『
今
昔
』
に
は
浄
土
教
に
対
し
て
強
い
関
心
が
み
ら
れ
る
。
次
に
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
る
。

　

池
上
洵
一
氏
（
新
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
三
巻
の
解
説
、
五
八
六
ペ
ー
ジ
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
巻
十
五
は
主
に
『
日
本
往
生
極
楽

記
』
に
基
づ
く
往
生
譚
を
集
め
る
。
巻
十
五
以
前
に
は
法
華
経
霊
験
譚
（
巻
十
二
の
後
半
か
ら
巻
十
四
の
前
半
ま
で
）
が
集
中
す
る
。
平

安
中
期
以
後
に
浄
土
教
信
仰
が
盛
ん
に
な
る
が
、
そ
の
主
な
行
業
は
、
周
知
の
通
り
、
念
仏
と
法
華
経
読
誦
で
あ
る
。
浄
土
教
信
仰
は
巻
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十
一
に
も
見
ら
れ
、
撰
者
が
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
右
に
と
り
上
げ
た
巻
十
一
第
二
十
一
の
後
半
は
、
聖
徳
太
子
が

物
部
守
屋
を
討
伐
し
た
後
に
天
王
寺
を
建
て
、
西
門
の
額
に
太
子
が
「
釈
迦
如
来
転
法
輪
所　

当
極
楽
土
東
門
中
心
」
と
書
い
た
と
す
る

が
、
こ
の
一
文
に
続
い
て
、「
是
ニ
依
テ
、
諸
人
彼
ノ
西
門
ニ
シ
テ
弥
陀
ノ
念
仏
ヲ
唱
フ
。
于
今
不
絶
ズ
シ
テ
、
不
参
ヌ
人
無
シ
」
と
記
す
。

こ
の
一
文
は
、
平
安
後
期
に
浄
土
信
仰
が
盛
行
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

巻
十
一
第
四
「
道
照
和
尚
、
亘
唐
、
伝
法
相
還
来
語
」
に
道
照
が
登
場
す
る
。
道
照
は
震
旦
に
渡
っ
て
玄
奘
三
蔵
よ
り
法
相
の
学
を
習

い
、
帰
朝
し
て
弟
子
達
に
唯
識
の
教
義
を
伝
え
る
が
、
没
す
る
時
は
西
方
に
向
い
て
没
す
る
。
そ
の
後
に
「
定
メ
テ
知
ヌ
、
極
楽
ニ
参
給

ヌ
」
の
評
語
が
あ
る
。
こ
の
評
語
の
出
典
は
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
二
十
二
「
勤
に
仏
教
を
求
学
し
、
法
を
弘
め
物
に
利
あ
ら
し
め
、

命
終
の
時
に
臨
み
て
異
し
き
表
を
示
し
し
縁
」
で
あ
る
。『
霊
異
記
』
で
の
対
応
部
は
「
定
め
て
知
る
、
必
ず
極
楽
浄
土
に
生
れ
し
な
ら

む
と
い
ふ
こ
と
を
」（『
旧
全
集
』
に
よ
る
）
と
あ
る
。『
今
昔
』
の
評
語
は
『
霊
異
記
』
の
こ
の
一
文
を
受
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
な

お
道
照
伝
は
『
続
日
本
紀
』
巻
一
の
文
武
四
年
三
月
条
に
あ
る
が
、
没
し
た
時
の
記
述
は
「
香
し
き
気
、
房
よ
り
出
づ
。
諸
弟
子
、
驚
き

怪
び
、
就
き
て
和
尚
に
謁
ゆ
る
に
、
縄
床
に
端
坐
し
て
、
気
息
有
る
こ
と
無
し
」（
新
大
系
に
よ
る
）
と
あ
っ
て
、
西
方
往
生
に
つ
い
て

は
記
さ
な
い
。
ま
た
『
霊
異
記
』
の
次
話
、
上
巻
第
二
十
三
の
話
末
に
も
「
所
以
に
経
に
云
は
く
、『
不
孝
の
衆
生
は
、
必
ず
地
獄
に
堕

ち
む
。
父
母
に
教
養
あ
れ
ば
、
浄
土
に
往
生
せ
む
』
と
の
た
ま
へ
り
」
と
あ
っ
て
、
往
生
へ
の
指
向
が
み
ら
れ
る
。『
霊
異
記
』
撰
者
は

薬
師
寺
僧
の
景
戒
で
あ
る
。
巻
末
（
下
巻
第
三
十
九
「
智
と
行
と
並
に
具
は
れ
る
禅
師
の
重
ね
て
人
身
を
得
て
、
国
皇
の
み
子
と
生
れ
し

縁
」）
の
末
文
に
「
願
は
く
は
、
此
の
福
を
以
て
、
群
迷
に
施
し
、
共
に
西
方
の
安
楽
国
に
生
れ
む
こ
と
を
」
と
記
す
。
こ
の
末
文
に
よ

れ
ば
、
撰
者
景
戒
自
身
も
西
方
浄
土
を
指
向
し
た
と
み
ら
れ
る
。『
今
昔
』
撰
者
も
同
方
向
を
目
指
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
前
掲
の
追
塩
氏
『
中
世
南
都
の
僧
侶
と
寺
院
』（
第
二
部
第
一
章
、
平
安
期
の
薬
師
寺
）
に
よ
る
と
、
十
一
世
紀
半
ば
に
薬
師
寺

に
念
仏
堂
が
存
在
し
て
い
た
と
述
べ
、
ま
た
天
慶
七
年
（
九
四
四
）
に
薬
師
寺
別
当
に
就
任
し
た
済
源
は
、『
別
当
次
第
』
に
「
往
生
人
」
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と
あ
り
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
第
九
と
『
今
昔
』
巻
十
五
第
四
に
往
生
し
た
話
を
掲
載
す
る
と
指
摘
し
、
十
世
紀
頃
薬
師
寺
で
念
仏
信

仰
が
営
ま
れ
て
い
た
と
述
べ
る
。

　

巻
十
一
第
八
「
鑑
真
和
尚
、
従
震
旦
渡
朝
戒
律
語
」
は
、
唐
僧
鑑
真
が
来
朝
し
て
戒
律
を
伝
え
、
唐
招
提
寺
を
建
立
す
る
等
の
諸
事
績

を
記
し
た
話
で
あ
る
。
天
平
宝
字
七
年
（
七
三
六
）
に
没
し
た
が
、『
今
昔
』
は
「
和
尚
面
ヲ
西
ニ
向
テ
、
結
跏
趺
座
シ
テ
失
給
ヒ
ニ
ケ
リ
」

と
し
て
西
方
往
生
し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
話
の
直
接
の
出
典
は
未
詳
で
あ
る
が
、
同
話
、
及
び
資
料
は
、『
唐
大
和
上
東
征
伝
』『
続

日
本
紀
』（
巻
二
十
四
、
天
平
宝
字
七
年
五
月
六
日
条
）『
延
暦
僧
録
（『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
所
引
）』『
三
宝
絵
（
下
の
五
）』
等
に
あ

る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
中
で
、
鑑
真
が
西
に
向
い
て
化
し
た
記
事
は
『
東
征
伝
』
に
「
結
跏
趺
座
面
西
化
」、『
三
宝
絵
』（
新
大
系
に
よ
る
。

底
本
は
東
寺
観
智
院
旧
蔵
本
）
の
標
題
下
の
行
間
傍
記
に
「
結
跏
趺
坐
而
西
化
」
と
あ
る
─
な
お
新
大
系
注
は
、「
西
化
」
の
「
西
」
は
「
遷
」

の
省
文
と
し
、「
遷
化
す
」
と
訓
み
下
す
が
、『
東
征
伝
』
を
参
考
に
す
る
と
、「
而
」
は
「
面
」
の
写
し
誤
り
か
、
と
見
、「
西
に
面
し
て

化
す
」
と
訓
む
─
。
一
方
、『
続
日
本
紀
』
は
「
期
に
至
り
て
端
坐
し
て
、
怡
然
と
し
て
遷
す
」（
新
大
系
の
訓
み
に
よ
る
）、『
延
暦
僧
録
』

は
「
几
（
き
）
に
隠
（
も
た
）
れ
て
端
坐
し
、
闃
焉
（
げ
き
え
ん
）
と
し
て
化
す
」（『『
延
暦
僧
録
』
注
釈
』
の
訓
み
に
よ
る
）
と
あ
っ
て
、

「
西
に
面
し
て
」
と
は
記
さ
な
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、『
今
昔
』
話
の
「
面
ヲ
西
ニ
向
テ
」
の
一
文
は
、『
東
征
伝
』『
三
宝
絵
』
系
の

資
料
に
よ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、『
今
昔
』
撰
者
が
こ
の
一
文
を
採
用
し
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。

　

ま
た
右
の
ｂ
に
と
り
上
げ
た
巻
十
二
第
六
は
、
寿
広
が
山
階
寺
の
涅
槃
会
を
主
催
し
た
話
で
あ
る
が
、
話
末
で
こ
の
会
を
「
日
本
第
一

ノ
事
」
と
し
て
評
価
す
る
と
と
も
に
、「
此
ノ
会
ノ
儀
式
・
作
法
・
舞
楽
ノ
興
、
微
妙
ク
シ
テ
、（
中
略
）
極
楽
モ
此
ヤ
有
ラ
ム
ト
ゾ
人
云

メ
ル
」
と
し
て
、
極
楽
と
対
比
し
、
意
識
し
て
い
る
。
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三
、『
今
昔
』
に
お
け
る
興
福
寺
と
、
源
信
、
及
び
横
川
の
浄
土
教
と
の
接
点

　
『
今
昔
』
巻
十
二
の
後
半
か
ら
巻
十
五
に
か
け
て
の
話
の
中
核
と
な
る
典
拠
は
、
主
に
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』（
法
華
験
記
）
と
『
日

本
往
生
極
楽
記
』
で
あ
る
。
他
に
『
三
宝
絵
』
と
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』（
現
在
は
散
逸
）
も
『
今
昔
』
に
影
響
を
与
え
る
。
こ
の
四
文

献
の
撰
者
達
は
、
源
信
僧
都
が
主
導
し
た
横
川
の
浄
土
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
四
文
献
を
典
拠
と
し
た
話
を
本
朝
仏
法
部
の
中

核
に
置
く
が
、
こ
の
こ
と
は
『
今
昔
』
撰
者
が
興
福
寺
関
係
者
で
あ
る
と
し
て
も
、
横
川
の
浄
土
教
の
運
動
と
信
仰
に
共
鳴
し
て
い
た
か

ら
と
み
て
よ
い
。

　

興
福
寺
の
僧
達
が
源
信
の
主
導
す
る
浄
土
教
に
関
心
を
寄
せ
、
貴
ん
だ
こ
と
は
、
巻
十
二
第
三
十
「
尼
願
西
所
持
法
花
経
、
不
焼
給
語
」

の
尼
願
西
（
源
信
の
姉
）
と
山
階
寺
（
興
福
寺
）
僧
達
と
の
交
流
話
か
ら
も
言
え
る
。

　

こ
の
話
は
二
段
か
ら
な
る
。
前
半
部
は
、
尼
願
西
（
安
養
の
尼
君
）
は
法
花
経
を
読
誦
し
、
念
仏
し
て
年
を
経
た
。
尼
の
受
持
し
た
法

花
経
は
霊
験
が
あ
っ
た
と
い
う
（
出
典
は
『
法
華
験
記
』
巻
下
第
百
）。
後
半
部
は
そ
の
実
例
の
話
で
、
山
階
寺
の
寿
蓮
威
儀
師
の
妻
が

邪
気
に
苦
し
ん
で
い
た
の
で
、
願
西
所
持
の
法
花
経
を
借
り
て
、
妻
の
枕
元
に
置
い
て
お
い
た
。
夜
中
に
火
事
が
あ
っ
て
家
が
全
焼
し
た

が
、
こ
の
経
だ
け
は
無
傷
だ
っ
た
と
い
う
。
後
半
部
の
話
は
『
首
楞
厳
院
廿
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
』
に
あ
っ
て
、「
河
内
国
二
有
一
尼
一
。

往
年
借
レ
之
、
時
々
拝
見
、
所
在
草
庵
遭
レ
火
焼
亡
、
随
身
資
具
皆
成
二
灰
燼
一
、
唯
此
経
一
部
在
二
灰
中
一
独
存
」（『
大
日
本
史
料
』
二

の
十
一
、
寛
仁
元
年
六
月
十
日
条
に
よ
る
）
と
簡
略
に
記
す
。『
今
昔
』
話
で
の
寿
蓮
の
妻
は
『
過
去
帳
』
で
は
河
内
国
の
尼
と
あ
る
。『
過

去
帳
』
の
記
述
は
、
源
信
没
の
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
よ
り
時
日
が
経
た
な
い
う
ち
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
。『
過
去
帳
』
が
書
か

れ
た
時
期
と
『
今
昔
』
成
立
時
期
に
は
百
年
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ
る
。
そ
の
間
に
、
ど
こ
か
で
、「
河
内
の
尼
」
が
「
山
階
寺
の
寿
蓮
の
妻
」

に
変
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、『
今
昔
』
話
で
も
興
福
寺
側
の
僧
達
の
尼
願
西
と
横
川
の
源
信
に
対
し
て
の
尊
敬
の
意
識
が
見
え
る
。『
今
昔
』
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の
最
高
の
賛
辞
の
こ
と
ば
は
、
比
喩
で
は
「
仏
ノ
如
シ
」、
語
で
は
「
貴
シ
」「
貴
ブ
」「
貴
ム
」
で
あ
る
─
右
に
と
り
上
げ
た
巻
十
第
四

の
道
照
の
人
物
評
に
も
「
道
心
盛
リ
ニ
シ
テ
、
貴
キ
事
仏
ノ
如
ク
也
」
と
「
仏
ノ
如
シ
」「
貴
シ
」
を
用
い
て
、
賛
辞
を
呈
し
て
い
る
─
。

当
該
話
の
願
西
に
対
し
て
は
七
ケ
所
に
「
貴
」
語
を
用
い
て
い
る
（「
此
ノ
尼
ノ
貴
キ
事
ヲ
夢
ニ
見
テ
」「
世
挙
テ
貴
メ
ル
事
無
限
シ
」「
此

レ
ヲ
貴
ブ
事
無
限
ク
シ
テ
」「
貴
ビ
合
ヘ
ル
事
無
限
シ
」「
多
ノ
僧
来
リ
集
テ
礼
ミ
貴
ビ
ケ
リ
。「
実
ニ
此
レ
奇
異
ニ
貴
キ
事
也
」「
極
テ
貴

キ
聖
リ
ニ
テ
ナ
ム
有
リ
ケ
ル
」）。
こ
の
語
の
使
用
の
頻
度
か
ら
み
て
、
撰
者
を
含
む
興
福
寺
の
僧
達
が
尼
願
西
を
最
大
限
に
賛
辞
を
呈
し

て
い
た
と
み
て
よ
い
。

　

こ
の
話
の
冒
頭
に
尼
願
西
を
紹
介
す
る
一
文
が
あ
る
。
即
ち
「
今
昔
、
一
人
ノ
尼
有
ケ
リ
。
名
ヲ
バ
願
西
ト
云
フ
。
横
川
ノ
源
信
僧
都

ノ
姉
也
」
と
あ
る
。『
今
昔
』
で
は
源
信
に
対
し
て
も
賛
辞
を
呈
し
て
い
る
。
源
信
は
『
今
昔
』
に
九
話
登
場
す
る
。
そ
の
中
の
巻
二
十

第
二
十
三
「
比
叡
山
横
川
僧
、
受
小
蛇
身
語
」
は
、
横
川
の
僧
が
臨
終
の
時
に
酢
瓶
に
執
着
し
た
た
め
に
小
蛇
に
転
生
し
た
話
で
、
源
信

は
登
場
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
話
末
に
「
然
レ
バ
、「
死
ナ
ム
時
ニ
ハ
、
墓
無
キ
物
ヲ
バ
取
隠
シ
テ
、
仏
ヨ
リ
外
ニ
他
ノ
物
ヲ
バ
不
可
見
ズ
」

ト
ゾ
、
源
信
僧
都
ハ
語
リ
給
ヒ
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
、
源
信
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
天
竺
部
に
は
、
話
末
に
登
場
人
物

の
言
動
の
批
評
と
し
て
仏
の
言
葉
を
引
用
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
本
朝
仏
法
部
で
は
、
登
場
人
物
の
言
動
の
批
評
と
し
て
登
場
人
物
以
外

の
人
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
る
の
は
こ
の
話
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
源
信
を
本
朝
仏
法
部
で
重
視
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

　

源
信
関
連
話
の
中
で
の
著
名
な
話
は
巻
十
五
第
三
十
九
「
源
信
僧
都
母
尼
、
往
生
語
」
の
源
信
と
母
親
と
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
の
母
子

間
の
情
愛
、
交
流
話
で
あ
る
。
前
半
部
で
は
、
名
僧
ぶ
っ
て
花
や
か
な
生
活
に
入
り
そ
う
な
若
い
頃
の
源
信
を
、
母
親
は
「
多
武
ノ
峰
ノ

聖
人
ノ
様
ニ
貴
ク
テ
、
嫗
ノ
後
世
ヲ
モ
救
ヒ
給
ヘ
」
と
叱
咤
す
る
。
後
半
部
の
終
り
に
近
く
な
っ
て
、
源
信
は
臨
終
間
近
の
尼
に
な
っ
て

い
る
母
親
に
「
貴
キ
事
共
ヲ
云
ヒ
聞
セ
ツ
ツ
念
仏
ヲ
勧
ム
レ
バ
」、
母
親
は
道
心
を
発
し
て
念
仏
を
唱
え
、
心
静
か
に
息
を
引
き
取
る
。

源
信
は
、
母
親
が
往
生
し
た
の
は
疑
い
な
い
、
と
言
い
、
さ
ら
に
「
我
レ
ヲ
聖
ノ
道
ニ
勧
メ
入
レ
給
ヘ
ル
志
ニ
依
テ
、
此
ク
終
リ
ハ
貴
ク
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テ
失
給
フ
也
」
と
続
け
る
。
話
末
評
は
「
横
川
ノ
聖
人
達
モ
此
レ
ヲ
聞
テ
、
哀
也
ケ
ル
祖
子
ノ
契
也
ト
云
テ
ゾ
泣
々
ク
貴
ビ
ケ
ル
ト
ナ
ム

語
リ
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
結
ぶ
。
こ
の
話
で
も
「
貴
シ
」「
貴
ブ
」
を
く
り
返
し
用
い
る
（
源
信
と
母
親
の
話
に
つ
い
て
は
、
旧
著
で
す
が
、

『
中
古
説
話
文
学
研
究
序
説
』
桜
楓
社
刊
、『
中
古
説
話
文
学
研
究
』
お
う
ふ
う
刊
を
御
参
照
下
さ
い
）。

　

源
信
は
『
今
昔
』
で
は
「
横
川
ノ
源
信
僧
都
」（
巻
十
二
第
三
十
。
出
典
の
『
法
華
験
記
』
巻
下
第
百
（
本
文
は
日
本
思
想
大
系
）
は
「
楞

厳
院
の
源
信
僧
都
」）、「
比
叡
ノ
山
ノ
横
河
ニ
源
信
僧
都
（『
法
華
験
記
』
巻
下
第
八
十
三
は
「
源
信
僧
都
」）
の
よ
う
に
、「
横
川
ノ
」「
横

河
（
川
）
ニ
」
を
付
し
て
紹
介
す
る
。
周
知
の
通
り
、
横
川
（
河
）
は
平
安
中
期
に
天
台
浄
土
教
の
拠
点
と
な
っ
た
地
で
、
源
信
は
そ
の

地
で
浄
土
教
を
主
導
す
る
。
源
信
以
外
に
「
横
川
ノ
」「
横
川
ニ
」
を
付
し
て
紹
介
す
る
人
物
に
つ
い
て
み
る
と
、「
比
睿
ノ
山
ノ
横
川
ニ

永
慶
聖
人
ト
云
フ
僧
有
ケ
リ
」（
巻
十
四
第
二
十
一
。『
法
華
験
記
』
巻
中
第
五
十
三
は
「
沙
門
永
慶
は
、
覚
超
僧
都
の
弟
子
、
楞
厳
院
の

住
僧
な
り
」）、「
比
叡
ノ
山
横
川
ニ
尋
静
ト
云
フ
僧
有
ケ
リ
」（
巻
十
五
第
八
。『
日
本
往
生
極
楽
記
』
十
四
は
「
延
暦
寺
楞
厳
院
の
十
禅

師
尋
静
」）、「
比
叡
ノ
山
ノ
横
川
ニ
境
妙
ト
云
フ
僧
有
ケ
リ
」（
巻
十
五
第
十
二
。『
法
華
験
記
』
巻
中
第
五
十
一
は
「
沙
門
境
妙
は
、
近

江
国
の
人
な
り
。
少
き
年
に
叡
山
の
横
川
に
攀
ぢ
登
り
て
」、
同
話
の
表
題
は
「
楞
厳
院
の
境
妙
法
師
」）
の
三
話
の
僧
が
「
横
川
ニ
」
を

付
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
慈
覚
大
師
円
仁
と
慈
恵
大
僧
正
良
源
に
つ
い
て
で
あ
る
。
慈
覚
の
主
要
な
逸
話
は
巻
十
一
第

十
一
「
慈
覚
大
師
、
亘
宋
、
伝
顕
密
法
帰
来
語
」
と
同
巻
第
二
十
七
「
慈
覚
大
師
、
始
建
楞
厳
院
語
」
に
掲
載
す
る
。
両
話
の
中
の
第

二
十
七
は
、
慈
覚
が
楞
厳
院
、
総
持
院
等
を
造
立
し
た
事
績
を
記
す
。
本
話
の
出
典
に
つ
い
て
諸
書
は
『
三
宝
絵
』
巻
下
の
十
六
、

二
十
五
を
指
摘
す
る
が
、
慈
覚
が
楞
厳
院
を
建
立
し
た
事
績
に
つ
い
て
は
『
三
宝
絵
』
に
は
見
え
な
い
。
首
楞
厳
院
中
堂
に
観
音
、
不
動
、

毘
沙
門
の
三
尊
を
安
置
し
た
記
述
は
、
諸
注
に
よ
っ
て
『
山
門
堂
舎
記
』（
首
楞
厳
院
）、『
叡
岳
要
記
』
下
（
首
楞
厳
院
）
に
参
考
記
事

の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
る
と
、
第
二
十
七
は
『
三
宝
絵
』
を
主
な
出
典
と
し
な
が
ら
、
楞
厳
院
関
連
記
事
を
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他
資
料
に
よ
っ
て
補
充
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
と
と
も
に
表
題
を
「
建
楞
厳
院
」
と
し
て
楞
厳
院
建
立
に
視
点
を
当
て
て
い

る
こ
と
、
ま
た
話
末
は
「
横
川
ノ
慈
覚
大
師
ト
申
ス
、
是
也
」
と
あ
っ
て
、「
天
台
座
主
慈
覚
大
師
、
是
也
」
と
記
さ
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
話
は
横
川
を
重
視
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
慈
恵
大
僧
正
は
、
火
災
で
諸
堂
を
焼
失
す
る
等
し
て
一
時
衰
退
し
た
比
叡
山
を
、
天
台
座
主
と
し
て
、
叡
山
を
復
興
さ
せ
た
功

績
者
で
、
政
治
的
に
も
実
力
者
と
し
て
活
躍
す
る
。『
今
昔
』
巻
三
十
一
第
二
十
四
「
祇
園
、
成
比
叡
山
末
寺
語
」
で
は
興
福
寺
側
と
の

末
寺
争
い
の
話
に
、「
横
川
ノ
慈
恵
僧
正
、
天
台
座
主
ト
シ
テ
」
登
場
し
、
興
福
寺
側
の
代
表
者
、
中
（
仲
）
算
の
夢
に
現
わ
れ
て
、
中

算
と
交
渉
す
る
。
一
方
、
大
勢
の
弟
子
僧
を
育
成
す
る
。『
今
昔
』
で
は
、
源
信
（
巻
十
二
第
三
十
二
）、
増
賀
（
巻
十
二
第
三
十
三
）、

仁
康
（
巻
十
七
第
十
）
を
慈
恵
の
弟
子
と
記
述
す
る
。
そ
の
場
合
、
慈
恵
に
つ
い
て
は
「
横
川
ノ
慈
恵
大
僧
正
、
此
ノ
源
信
ヲ
見
テ
、
本

ヨ
リ
知
レ
ル
人
ノ
如
ク
待
チ
受
テ
、
弟
子
ト
シ
テ
」（
巻
十
二
第
三
十
二
。『
法
華
験
記
』
巻
下
第
八
十
三
は
「
大
僧
正
慈
恵
大
師
、
待
ち

請
け
て
弟
子
と
な
せ
り
」）、「
児
、
年
十
歳
ニ
シ
テ
、
遂
ニ
比
叡
ノ
山
ニ
登
テ
、
天
台
座
主
ノ
横
川
ノ
慈
恵
大
僧
正
ノ
弟
子
ニ
成
テ
、
出

家
シ
テ
名
ヲ
増
賀
ト
云
フ
」（
巻
十
二
第
三
十
三
。『
法
華
験
記
』
巻
下
第
八
十
二
は
「
年
十
歳
に
及
び
て
、
比
叡
山
に
登
り
て
、
天
台
座

主
の
慈
恵
大
僧
正
の
弟
子
と
作
り
畢
り
ぬ
」）、「
京
ニ
祇
陀
林
寺
ト
云
フ
寺
有
リ
。
其
ノ
寺
ニ
仁
康
ト
云
フ
僧
住
ケ
リ
。
此
レ
ハ
横
川
ノ

慈
恵
大
僧
正
ノ
弟
子
也
」（
巻
十
七
第
十
。『（
三
国
因
縁
）
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』（
古
典
文
庫
）
巻
一
の
七
は
「
天
台
横
川
ニ
、
慈
恵
大
師

ノ
門
人
仁
康
房
ト
白
ス
ハ
、
今
ノ
祇
陀
林
寺
ノ
住
侶
ナ
リ
」）
と
記
述
し
、「
山
ノ
座
主
慈
恵
大
僧
正
」（
巻
十
二
第
九
）
と
は
記
さ
な
い
。

『
法
華
験
記
』『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
所
収
の
同
類
話
と
比
べ
る
と
、『
今
昔
』
話
は
「
横
川
ノ
」
を
意
識
し
て
冠
し
て
い
る
。「
横
川
ノ
」

を
冠
す
る
時
は
、
浄
土
教
修
行
者
の
意
味
合
い
が
出
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
慈
恵
の
弟
子
の
一
人
、
仁
康
は
源
融
の
子
で
あ
る
が
、

源
信
が
主
導
し
た
霊
山
釈
迦
講
の
一
人
と
し
て
名
が
出
て
い
る
。
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四
、『
今
昔
』
の
多
面
的
性
格

　

右
に
み
た
よ
う
に
、『
今
昔
』
撰
（
作
）
者
は
興
福
寺
関
係
者
と
み
て
よ
い
が
、
一
方
で
は
浄
土
教
、
特
に
源
信
が
主
導
す
る
天
台
浄

土
教
へ
の
関
心
と
共
鳴
が
み
ら
れ
る
。
撰
者
だ
け
で
な
く
、
興
福
寺
の
僧
達
が
源
信
の
浄
土
教
を
貴
び
、
敬
意
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
こ

と
は
、
前
述
し
た
巻
十
二
第
三
十
の
尼
願
西
（
源
信
の
姉
）
と
興
福
寺
僧
達
と
の
交
流
話
に
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
本
朝
仏
法
部
の
話
の
中

に
、『
三
宝
絵
』『
日
本
往
生
極
楽
記
』『
法
華
験
記
』『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
（
散
逸
）』
を
典
拠
に
し
て
い
る
話
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
往

生
伝
、
験
記
類
は
横
川
の
浄
土
教
と
の
関
わ
り
が
強
い
（
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
桜
楓
社
刊
『
中
古
説
話
文
学
研
究
序
説
』
を
御
参
照
下

さ
い
）。

　

そ
れ
で
は
、『
今
昔
』
が
興
福
寺
の
僧
や
横
川
の
浄
土
教
の
人
達
の
話
を
す
べ
て
肯
定
し
、
称
賛
し
て
い
る
か
、
と
い
う
と
、
必
ず
し

も
そ
う
と
は
い
え
な
い
話
が
あ
る
。
例
え
ば
左
の
話
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
が
、
巻
十
四
第
四
十
「
弘
法
大
師
、
挑
修
円
僧
都
語
」
は
、
弘
法
大
師
空
海
と
興
福
寺
の
修
円
僧
都
が
験
力
争
い
を
し
て
、

弘
法
大
師
が
修
円
を
祈
り
殺
し
た
話
で
あ
る
。『
今
昔
』
話
は
両
者
を
対
等
に
評
価
す
る
が
、
話
末
に
「
菩
薩
ノ
此
ル
事
ヲ
行
ヒ
給
フ
ハ
、

行
ク
前
ノ
悪
行
ヲ
止
メ
ム
ガ
為
也
」
と
あ
っ
て
、
弘
法
大
師
を
菩
薩
と
評
し
、
よ
り
高
く
評
価
す
る
。
こ
の
話
末
評
は
諸
注
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
聖
徳
太
子
が
物
部
守
屋
大
臣
を
攻
め
滅
ぼ
し
た
巻
十
一
第
二
十
一
「
聖
徳
太
子
、
建
天
王
寺
語
」
話
の
話
末
評
と
類
似
す
る
。

こ
の
話
は
表
題
と
も
対
比
さ
せ
る
と
、
修
円
よ
り
も
弘
法
大
師
に
視
点
を
置
い
た
話
と
解
し
て
よ
い
で
ろ
う
。
ま
た
こ
の
話
の
扱
い
方
か

ら
、『
今
昔
』
撰
者
が
興
福
寺
側
に
立
つ
人
物
で
あ
る
と
し
て
も
、
興
福
寺
一
辺
倒
で
は
な
く
、
他
宗
派
へ
の
配
慮
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
次
に
と
り
上
げ
る
興
福
寺
対
叡
山
と
の
寺
院
を
め
ぐ
っ
て
の
の
抗
争
話
や
、
三
一
権
実
の
扱
い

方
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
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『
今
昔
』
撰
者
は
浄
土
教
、
特
に
叡
山
横
川
の
浄
土
教
に
関
心
と
共
鳴
を
抱
い
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
も
興
福
寺
の
話
の
と
り
上
げ
方

と
同
様
で
、
一
辺
倒
で
は
な
い
。
右
に
巻
二
十
第
二
十
三
「
比
叡
山
横
川
僧
、
受
小
蛇
身
語
」
を
と
り
上
げ
た
が
、
横
川
の
僧
が
一
途
に

極
楽
往
生
を
願
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臨
終
の
間
際
に
酢
瓶
に
執
着
し
た
た
め
に
小
蛇
に
転
生
し
た
話
で
あ
る
。
話
末
で
、
日
頃

熱
心
に
極
楽
往
生
を
願
っ
て
い
て
も
、
執
着
心
を
持
つ
と
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
評
す
る
。

　

本
朝
世
俗
部
を
見
る
と
、
例
え
ば
巻
二
十
八
第
二
十
四
「
穀
断
聖
人
、
持
米
被
咲
語
」（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
一
四
五
等
に
同
話
）
は
、

穀
断
ち
と
自
称
す
る
聖
人
が
、
実
は
米
を
隠
し
て
食
べ
て
い
る
こ
と
が
露
見
し
て
笑
わ
れ
る
話
で
あ
る
。「
聖
人
」（
話
の
中
で
は
「
聖
」

も
用
い
る
。『
宇
治
拾
遺
』
は
「
上
人
」。
こ
こ
で
は
表
記
の
違
い
は
問
題
に
し
な
い
）
と
は
、
仏
法
部
で
は
高
徳
の
僧
、
あ
る
い
は
持
経

僧
、
極
楽
往
生
を
目
指
す
念
仏
僧
の
こ
と
と
し
て
人
々
に
尊
ば
れ
る
が
、
こ
の
話
で
は
笑
い
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

　

巻
二
十
九
第
九
「
阿
弥
陀
聖
、
殺
人
宿
其
家
被
殺
語
」
は
、
阿
弥
陀
仏
の
信
仰
を
人
々
に
勧
め
て
歩
く
法
師
が
、
山
中
で
男
を
殺
し
て

荷
物
を
奪
う
が
、
そ
の
夜
、
泊
ま
っ
た
家
の
女
主
人
が
男
の
妻
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
殺
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
話
末
評
で
法
師
の
邪
見
を
非

難
す
る
。

　

他
の
話
を
見
る
と
、
巻
二
十
八
第
十
九
「
比
叡
山
横
河
僧
、
酔
茸
誦
経
語
」
は
、
横
川
の
僧
が
毒
茸
に
当
た
っ
た
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
話
の
登
場
人
物
は
、
横
川
の
僧
で
あ
り
、
浄
土
教
信
仰
と
も
関
わ
る
僧
で
あ
る
が
、
仏
法
部
の
諸
話
と
は
異
質
の
話
で
あ
る
。

　

仏
法
部
の
諸
話
と
は
異
質
と
い
う
点
で
は
、
巻
二
十
九
第
二
十
二
「
詣
鳥
部
寺
女
、
値
盗
人
語
」
が
当
て
は
ま
る
。
こ
の
話
は
、
鳥
部

寺
の
賓
頭
盧
が
御
利
益
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
詣
で
た
人
妻
が
寺
内
で
犯
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
仏
法
部
の
話
な
ら
ば
、
加
害
者
は
即
座

に
仏
罰
に
当
た
る
は
ず
で
あ
る
が
、
世
俗
部
の
こ
の
話
で
の
加
害
者
に
仏
罰
は
当
た
ら
な
い
。
話
末
評
も
、
加
害
者
が
人
妻
の
衣
を
取
っ

て
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
其
ノ
男
、
主
ト
親
シ
ク
成
リ
ナ
バ
、
衣
ヲ
バ
不
取
デ
去
ネ
カ
シ
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
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平
安
後
期
に
寺
院
間
の
抗
争
が
激
し
く
な
る
。『
今
昔
』
に
は
こ
の
こ
と
を
反
映
す
る
話
末
評
が
あ
る
。
巻
三
第
五
と
巻
十
一
第
十
二

で
あ
る
。

　

巻
三
第
五
「
舎
利
弗
・
目
連
、
競
神
通
語
」（
出
典
は
『
注
好
選
』
巻
中
）
は
、
舎
利
弗
が
目
連
に
対
し
て
神
通
力
を
挑
む
話
で
あ
る
。

話
末
に
「
仏
ノ
御
弟
子
達
モ
如
此
ノ
挑
事
ヲ
シ
給
フ
也
ケ
リ
。
増
シ
テ
末
代
ノ
僧
ノ
智
恵
・
験
ヲ
挑
マ
ム
ハ
、
尤
裁
リ
也
カ
シ
」（
こ
の

評
は
『
注
好
選
』
に
は
な
い
）
の
評
が
あ
る
。
巻
十
一
第
十
二
「
智
証
大
師
、
亘
宋
、
伝
顕
蜜
法
帰
来
語
」
は
、
智
証
大
師
円
珍
が
入
宋

（
実
際
は
入
唐
）
し
て
顕
蜜
の
法
を
学
ん
で
帰
国
し
た
話
で
あ
る
。
話
末
に
「
其
後
、
我
ノ
門
徒
ヲ
立
テ
、
顕
密
ノ
法
ヲ
弘
メ
置
ク
。
其

流
レ
、
仏
法
繁
昌
ニ
シ
テ
于
今
盛
リ
也
。
但
シ
、
慈
覚
ノ
門
徒
ト
異
ニ
シ
テ
、
常
ニ
諍
フ
事
有
リ
。
其
レ
、
天
竺
・
震
旦
ニ
モ
皆
然
ル
事

也
」
の
評
が
あ
る
。

　

右
の
二
話
の
話
末
評
の
う
ち
、
巻
三
第
五
の
評
に
対
応
す
る
具
体
的
な
話
の
一
つ
が
、
右
に
と
り
上
げ
た
巻
十
四
第
四
十
の
弘
法
大
師

空
海
と
修
円
僧
都
と
の
験
力
争
い
で
あ
る
。
巻
十
一
第
十
二
の
評
は
、
直
接
に
は
比
叡
山
の
山
門
派
と
寺
門
派
と
の
対
立
抗
争
事
件
を
指

す
。
平
安
中
期
の
事
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
永
祚
元
年
（
九
八
九
）、
大
僧
都
余
慶
が
天
台
座
主
に
補
せ
ら
れ
た
時
、
慈
覚
門
徒
は
従

わ
ず
、
そ
の
結
果
、
寺
門
派
は
叡
山
か
ら
下
り
て
三
井
寺
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
事
件
が
あ
る
（『
大
日
本
史
料
』
永
祚
元
年
九
月

二
十
九
日
条
、
正
暦
四
年
八
月
是
月
条
。『
山
門
三
井
確
執
起
』
等
）。
こ
の
時
以
後
、
両
派
の
抗
争
は
激
し
く
な
る
。
巻
二
十
第
八
「
良

源
僧
正
、
成
霊
来
観
音
院
伏
余
慶
僧
正
語
」
は
、
こ
の
事
件
を
反
映
し
た
話
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
文
は
欠
文
な
の
で
詳
細
は
未
詳
で
あ

る
。
他
に
巻
三
十
一
、
第
二
十
三
、二
十
四
に
比
叡
山
延
暦
寺
対
興
福
寺
と
の
末
寺
争
い
の
話
を
と
り
上
げ
る
が
、
こ
の
話
を
と
り
上
げ

た
背
後
の
理
由
の
一
つ
に
、
最
澄
と
徳
一
と
の
三
一
権
実
論
争
、
及
び
良
源
と
法
蔵
・
中
（
仲
）
算
と
の
応
和
宗
論
の
論
争
事
件
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
二
つ
の
論
争
事
件
に
つ
い
て
、
直
接
と
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。

　

前
述
し
た
が
、
巻
三
十
一
第
二
十
三
「
多
武
峰
、
成
比
叡
山
末
寺
語
」
は
、
多
武
峰
を
め
ぐ
っ
て
の
両
者
の
争
い
、
第
二
十
四
「
祇
園
、
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成
比
叡
山
末
寺
語
」
は
、
祇
園
を
め
ぐ
っ
て
の
両
者
の
争
い
で
あ
る
。
両
話
の
う
ち
第
二
十
四
の
話
末
に
、
山
階
寺
（
興
福
寺
）
の
責
任

者
中
算
が
慈
恵
僧
正
良
源
の
霊
と
対
談
し
て
、
祇
園
を
叡
山
に
譲
っ
た
こ
と
に
対
し
、「
然
レ
バ
、
中
算
只
人
ニ
ハ
非
ザ
リ
ケ
リ
ト
ナ
ム
、

弟
子
共
モ
、
此
ヲ
聞
ク
人
モ
皆
知
リ
ニ
ケ
リ
」
と
評
価
す
る
。
た
だ
、
中
算
は
慈
恵
僧
正
よ
り
前
に
没
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
話
は
事
実

で
は
な
い
が
、
こ
の
評
は
、
新
全
集
『
今
昔
物
語
集
』
頭
注
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
撰
者
が
興
福
寺
側
に
立
っ
て
の
評
と
み
て
よ
い
。
一

方
、
第
二
十
三
の
場
合
は
、
多
武
峰
が
叡
山
の
末
寺
に
な
る
が
、
話
末
で
「
然
バ
、
比
叡
ノ
山
ノ
末
寺
ト
シ
テ
、
于
今
天
台
ノ
仏
法
盛
也
」

と
し
て
、
天
台
仏
法
に
対
し
て
の
評
価
を
行
う
。
な
お
こ
の
評
価
は
巻
十
一
第
九
、十
、十
二
の
各
話
末
の
弘
法
大
師
、
伝
教
大
師
、
智
証

大
師
各
話
に
つ
い
て
の
評
価
と
も
類
似
す
る
。

　

次
に
三
一
権
実
論
争
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
徳
一
が
三
乗
説
を
主
張
す
る
の
に
対
し
、
伝
教
大
師
最
澄
は
一
乗
説
を
展
開
す

る
。『
今
昔
』
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、「
聞
ク
者
ノ
、
皆
涙
ヲ
流
シ
テ
歓
喜
、
悉
ク
三
乗
ノ
道
果
ヲ
得
ケ
リ
」（
巻
四
第
三
十
九
「
末

田
地
阿
羅
漢
、
造
弥
勒
語
」）。
出
典
は
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
巻
下
第
十
一
。『
要
略
録
』
の
話
末
評
に
同
文
の
評
「
聞
者
流
涙
、
得
三

乗
道
果
」
が
あ
っ
て
、
三
乗
を
評
価
す
る
一
文
が
あ
る
。
一
方
、
一
乗
に
つ
い
て
は
、
巻
十
三
第
二
「
籠
葛
川
僧
、
値
比
良
山
持
経
仙
語
」

に
、
興
福
寺
僧
蓮
寂
が
、
法
相
大
乗
の
法
文
を
学
ん
だ
が
、『
法
華
経
』
を
読
ん
で
菩
提
心
を
発
し
、
本
寺
を
離
れ
て
山
林
に
入
り
、
仙

人
と
な
っ
て
、「
一
乗
ヲ
眼
ト
シ
テ
遠
キ
色
ヲ
見
、
慈
悲
ヲ
耳
ト
シ
テ
諸
ノ
音
ヲ
聞
ク
」（
典
拠
は
『
法
華
験
記
』
巻
上
第
十
八
。
対
応
部

は
「
我
一
乗
に
拠
り
て
、
眼
に
遠
く
の
方
を
見
、
耳
に
衆
の
声
を
聞
き
、
意
に
一
切
の
法
を
知
る
」）
と
あ
る
。
巻
十
一
第
一
「
聖
徳
太
子
、

於
此
朝
、
始
弘
仏
法
語
」
の
聖
徳
太
子
話
の
中
の
、
太
子
が
妻
柏
手
の
氏
に
自
分
の
没
時
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
言
葉
の
中
に
は
、「（
自

分
は
）
小
国
ノ
太
子
ト
シ
テ
、
妙
ナ
ル
義
ヲ
弘
メ
、
法
無
キ
所
ニ
一
乗
ノ
理
ヲ
説
（
以
下
欠
文
。
典
拠
は
『
三
宝
絵
』
中
の
一
。
対
応
部

は
「
小
国
ノ
王
子
ト
シ
テ
来
テ
、
タ
へ
ナ
ル
法
ヲ
ヒ
ロ
メ
テ
、
法
モ
ナ
キ
所
ニ
一
乗
ノ
義
ヲ
弘
メ
説
ツ
。）」
と
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
伝
教

大
師
（
巻
十
一
第
十
、二
十
六
）、
源
信
僧
都
（
巻
十
二
第
三
十
二
）
の
話
に
も
一
乗
、
一
乗
の
理
、
一
乗
宗
を
出
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
る
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と
、『
今
昔
』
で
は
、
三
乗
、
一
乗
と
と
も
に
平
等
に
扱
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
朝
部
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
興
福
寺
僧
中
算
が
叡
山
系
の
僧
基
増
を
か
ら
か
う
話
（
巻
二
十
八
第
八
「
木
寺
基
増
、

依
物
咎
付
異
名
語
」）
が
あ
る
が
、
一
方
、
出
典
未
詳
話
の
中
に
叡
山
（
横
川
を
含
む
）
を
舞
台
と
す
る
話
が
あ
り
、
ま
た
叡
山
僧
が
関

わ
る
話
が
多
数
あ
る
。
巻
・
話
数
だ
け
列
挙
す
る
と
、
巻
十
四
第
8
・
39
、
巻
十
五
第
15
・
27
・
39
、
巻
十
六
第
22
、
巻
十
七
第
33
・

44
、
巻
十
九
第
2
・
11
・
23
・
35
・
36
、
巻
二
十
三
第
19
、
巻
二
十
七
第
33
、
巻
二
十
八
第
7
・
19
・
36
、
巻
三
十
一
第
23
・
24
等
。
こ

れ
ら
の
中
で
も
巻
十
五
第
39
（
源
信
僧
都
と
母
親
の
話
）、
巻
十
七
第
33
（
叡
山
僧
が
虚
空
蔵
菩
薩
の
助
力
に
よ
っ
て
学
生
に
な
る
話
）、

巻
二
十
第
23
（
叡
山
横
川
の
僧
が
臨
終
の
時
に
小
瓶
に
執
着
し
、
小
蛇
に
生
れ
る
話
）、
巻
二
十
八
第
7
（
教
円
座
主
が
矢
馳
の
郡
司
の

仏
堂
に
供
養
に
行
く
話
）、
同
巻
第
19
（
叡
山
横
川
の
僧
が
平
茸
を
食
べ
て
酔
う
話
）、
同
巻
第
36
（
叡
山
無
動
寺
の
義
清
が
嗚
呼
絵
を
描

く
話
）
の
諸
話
は
元
来
叡
山
関
係
の
僧
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
以
外
の
出
典
文
献
が
明
確
な
話
の
中
で
も
、
叡

山
関
係
者
等
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
り
書
か
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
増
補
し
た
と
思
わ
れ
る
話
が
あ
る
（
巻
十
二
第
9
・
33
・
34
・
38
、
巻

十
三
第
3
等
）。
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
朝
仏
法
部
の
出
典
文
献
の
中
に
は
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
等
、
天
台
浄
土
教
と
関
わ
る
文

献
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
震
旦
部
や
本
朝
仏
法
部
巻
十
三
第
三
十
九
か
ら
四
十
一
に
か
け
て
、
天
台
五
時
説
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
都
の
地
理
、
あ
る
い
は
地
域
に
密
着
し
て
い
る
話
が
あ
り
、
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

諸
話
や
話
の
構
成
と
興
福
寺
成
立
説
と
の
整
合
性
を
今
後
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

結
び

　

天
竺
部
巻
三
第
三
「
目
連
、
為
聞
仏
御
音
行
他
世
界
語
」
に
、
目
連
が
無
量
無
辺
の
世
界
を
過
ぎ
た
土
地
に
行
っ
て
も
、
仏
の
声
は
近
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く
に
い
る
時
と
同
じ
音
量
の
声
で
聞
え
た
話
が
あ
る
─
類
似
の
発
想
は
巻
三
第
三
十
「
仏
、
入
涅
槃
給
時
、
遇
羅
睺
羅
語
」
の
話
に
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
─
。
一
方
、
本
朝
部
巻
末
の
巻
三
十
一
第
三
十
七
「
近
江
国
栗
田
郡
大
柞
語
」
に
、
周
囲
五
百
尋
（
ひ
ろ
）
の
柞
（
は

は
そ
）
の
樹
が
近
江
国
に
生
え
て
い
て
、
木
陰
が
丹
波
か
ら
伊
勢
ま
で
達
し
た
話
を
掲
載
す
る
。
こ
の
両
話
は
『
今
昔
』
全
話
の
編
纂
の

意
図
、
あ
る
い
は
方
法
、
態
度
を
反
映
す
る
、
と
み
る
。
周
知
の
よ
う
に
、『
今
昔
』
は
、
全
世
界
を
意
味
す
る
三
国
に
わ
た
る
話
を
集

め
る
。
撰
者
（
作
者
）
は
興
福
寺
関
係
の
僧
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、『
今
昔
』
諸
話
を
検
証
す
る
と
、
そ
の
説
を
是
と
し
て
よ
い
と
考
え

る
が
、
一
宗
派
、
一
寺
院
に
限
定
し
な
い
。
案
外
、
比
叡
山
（
横
川
を
含
む
）
関
係
話
や
本
朝
世
俗
部
で
は
都
関
連
の
話
を
多
く
採
用
す

る
。
広
い
視
野
と
多
面
的
に
話
を
と
り
上
げ
る
。

　

仏
法
部
の
諸
話
と
は
異
質
の
話
で
も
、
例
え
ば
前
述
の
巻
二
十
九
第
九
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
人
々
に
勧
め
る
法
師
が
山
中
で
男
を
殺
す

話
の
話
末
に
、「
此
レ
ヲ
聞
ク
人
、
法
師
ヲ
ナ
ム
憎
ミ
ケ
ル
。『
男
ノ
慈
悲
有
リ
テ
、
呼
ビ
寄
セ
テ
飯
分
テ
食
ハ
セ
ナ
ド
シ
タ
ル
ヲ
、
思
ヒ

モ
不
知
デ
、
法
師
ノ
身
二
テ
邪
見
深
ク
シ
テ
、
物
ヲ
盗
ミ
取
ラ
ム
ト
テ
殺
シ
タ
ル
ヲ
（
以
下
省
略
）』
と
し
て
、
男
の
慈
悲
と
法
師
の
邪

見
を
対
比
し
て
評
す
る
が
、
こ
の
話
も
仏
の
広
大
な
慈
悲
の
一
つ
と
し
て
掲
載
し
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
今
昔
』
と
い
う
作
品
は
未
完
で
あ
る
が
、
天
竺
部
巻
一
第
一
の
仏
の
誕
生
話
か
ら
巻
三
十
一
の
巻
末
に
か
け
て
、
緊
密
に
組
織
さ
れ
、

話
の
曼
荼
羅
世
界
を
指
向
し
た
物
語
集
と
み
る
。
そ
の
世
界
は
仏
の
広
大
な
慈
悲
に
よ
っ
て
包
摂
さ
れ
て
い
る
。

　
　
『
付
記
』

　

以
上
述
べ
た
私
の
論
述
の
参
考
に
な
る
研
究
に
、
近
本
謙
介
氏
「『
撰
集
抄
』
の
枠
組
み
と
し
て
の
西
行
仮
託
再
考
」（『
西
行
学
』
五
号
、

平
成
二
十
六
年
十
二
月
所
収
。
西
行
学
会
発
行
、
笠
間
書
院
）
の
論
が
あ
る
。
氏
は
、『
撰
集
抄
』
は
南
都
法
相
宗
と
の
関
わ
り
が
濃
い
、

と
指
摘
し
た
上
で
、
仮
託
西
行
を
媒
介
と
し
て
、
南
都
・
真
言
・
天
台
等
の
宗
派
を
越
え
な
が
ら
位
置
づ
け
ら
れ
て
行
く
『
撰
集
抄
』
の
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構
想
を
見
逃
が
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
る
。
そ
し
て
汎
宗
派
的
施
策
は
白
河
・
鳥
羽
院
に
も
見
ら
れ
る
、
と
す
る
。
こ
の
発
言
は
、『
今

昔
』
の
全
体
像
や
構
想
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
。

　

な
お
本
論
文
作
成
と
整
理
に
、
同
僚
の
石
黒
吉
次
郎
教
授
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。


